国家Ⅰ種　第2次試験　人物試験
場　　所：国家公務員研修センター

集合時間：9時30分（午前と午後の2グループに分かれている模様）
状　　況：まず控え室に全員集まる。各自が行くことになる面接室ごとに班に分かれる。私が行くことになった第1室の班には6人いた。

9時30分より説明開始。その途中で面接カードを提出（係の人が集める）。

9時50分頃から、前半の3人は面接室の前に移動。残りは控え室で待機。1番目の人は自分の面接が終了したら、控え室に戻り、4番目の人に面接室に行くように促す。それが終了したら、採用志望カードと住民票記載事項証明書を提出し、退室。
面接時間：約25分

面接室　：面接官は3名。受験生と面接官との距離は約1m。
全　　体：質問はほとんど面接カードに書かれたことに沿ってなされる。突っ込んで聞かれることもほとんどないので、焦る場面もなく、全体的に和やかな雰囲気に。

感　　想：①質問が面接カードに沿ってなされるので、自分が質問して欲しいことを書き、言いたいことを漏れなく述べるのがポイントになりそうだと感じた。
　　　　　②緊張するのはまだ良いのだが、寝不足は厳禁だと感じた（当日寝不足だった）。頭がぼ～っとして、考えがまとまらない、質問に答えているうちに、質問内容を忘れるなど、散々だった。

　　　　　③職務内容を聞かれる（知識を確認される）ことはないが、何をやりたいかはビジョンをしっかり持っておく必要がありそう。
　　　　　④場が和やかで、かえって緊張が緩んで「地」が出てしまう。姿勢、言葉遣い等が崩れないよう注意（私だけかもしれないが）。
質問事項：真ん中の面接官をA、向かって右側をB、向かって左側をCとする。
　　　　　Aここ（国家公務員研修センター）に来るまでに迷わなかったか。
　　　　　　（⇒駅（春日or後楽園）から少し離れた、入り組んだところにあるため）
　　　　　Aシステムエンジニアの仕事内容。パソコンを使う仕事なのか。大学の時から情報処理の勉強をしていたのか。
　　　　　A大学の時からシステムに興味があったのか。入社前にかなり勉強をしたのではないか。入社後資格を取得したりしたのか。

　　　　　Aなぜ心理学科からシステムエンジニアなのか。何かつながりがあるのか。

　　　　　Aプロジェクト内での役割。

　　　　　A就職先は銀行で、その中でシステムに携わっていたのか。

　　　　　A具体的にどのような仕事をしたのか（SEの仕事とは何か）。自分と先輩方との考えが異なることはあったか。あるならば、それはなぜだと思うか。
　　　　　Aシステムエンジニアは社会を支える仕事なので勤めたということだが、実際にはどのように感じたか。
　　　　　Bアルバイト（家庭教師・塾の講師）で工夫した点、苦労した点。
　　　　　Bアルバイトでは何歳から何歳くらいの生徒を扱ったのか。
　　　　　Bなぜ家庭教師をアルバイトとして選んだのか。

　　　　　C諸先輩方とのコミュニケーションとは具体的にはどういうものか。

　　　　　C今までの経験で、公務員として活かせる点。

　　　　　C退職後から今までの生活
　　　　　C今まで力を入れてきたこと。

　　　　　C具体的にどのような仕事がしたいか。
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